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日女薬「診療ガイドライン薬剤コース」 

平成１７年度 前期スクーリング講習会  報告 
 開催日時：９月４日（日）9:00～14:50 於：県薬２階研修ホール 
 内  容：①「ホルモン補充療法と経皮吸収剤の特徴について」（久光製薬 中原正博先生） 
      ②「うつ病の病態から治療まで」（甲斐病院 島田 洋先生） 
      ③「脳卒中について」（三輪堂医院 橋本隆壽先生） 
      ④「骨粗鬆症について」（萬有製薬 大原晃司ＭＲ） 
      ⑤「パーキンソン病について」（キッセイ薬品 田口将一ＭＲ） 
（アンケートから） 
・ Drの講演に接する機会がないので、良かった。 
・ 整形外科の処方が多いので、「骨粗鬆症について」は業務に活かすことが出来そう。 
・ Dr.の臨床の話が聞けて良かった。講義を受ける事により頭の整理ができました。 
・ 抗うつ薬と抗不安薬の併用理由やうつと躁鬱の違い、服用中止の時期などDr.の考えが聞けて良かった。 
・ 昼食の時間が短い。お菓子やｺｰﾋｰなどちょっとした事が嬉しかった。 
・ スライドが見えにくかった。 
・ 普段、扱ったことのない薬の特徴が分かった。 
・ 脳卒中の橋本先生の講義は面白かったです。 
・ うつ病治療薬の服薬指導をする機会が多く、島田先生の講義で薬剤の特性、病態の理解が深まった。 
・ 治療法、処方例を示されたのが、大変参考になった。 
・ 内科医の抗うつ剤処方が多くなってきているので、参考になった。 
・ Dr.橋本の外科的治療の話は興味深かった。外科的治療が分かって納得。 
・ 温かいｺｰﾋｰとお菓子のおかげで、長時間集中できた。ｷｯｽﾞﾙｰﾑがあり、勉強の時は安心感があります。 
・ 精神科専門医の処方の場合、適応外や用量などの疑義照会があるので、実際の処方例は参考になった。 
・ それぞれの講座とも、詳しく分かり易い説明で理解しやすかった。 
・ 現場の先生も試行錯誤しながら、処方されている点が興味深かった。 
・ 萬有の大原さんの説明は、ｽﾗｲﾄﾞも分かりやすく無駄のないﾃﾝﾎﾟで良かった。 
・ 事前に本で予備知識があったので、講義が理解し易かった。 
・ ﾎﾙﾓﾝ補充療法をはっきりと理解ができた。 
・ 役員の紹介で、初めて女性薬のお世話係りを知ることができた。女性部会がどんな活動をされている
のか知りたいです。 

（女性部会より）久光、萬有、キッセイ各ﾒｰｶｰの方たちのご協力ありがとうございました。 
 次回、後期スクーリング研修会は３月を予定しています。皆様のご参加をお待ちしております。 

 
 

＜日本女性薬剤師会学術委員会報告＞ 

  日本女性薬剤師会学術委員会では、19年度の診療ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝｺｰｽの出筆、監修が始まっています。「もっと私たちの

体を知ろう」という観点から解剖学が入ってきます。「尿細管はどれくらいの大きさですか？」「骨盤が折れたらどう

なりますか？」などわかり易い項目を選定中です。また性差を考えた視点での解説も入ってきます。乞う、ご期待！ 

 また、薬学生へのｱﾝｹｰﾄ只今分析中です。仕事に対する主体性やﾗｲｾﾝｽをどう考えているか等、薬学6年制となり男

性の比率が多くなる傾向の中、女性薬剤師の意見が反映しにくいという不安も浮かび上がってきます。また、女性薬

の支援の為の相談窓口という意味合いでは、男性薬剤師の方が相談窓口を探している傾向が浮かんできました。これ

からは、男女共同参画社会の実現の為にも、男女を問わず全ての薬剤師の相談窓口となっていくことも、女性薬の存

在意義のひとつと考えています。ちなみに、一般男性の悩み相談は、『女性センター』が対応するそうです。男性の

相談員もそこでは必要になってきますね。女性部会の相談事例を男性薬剤師にお願いすることも出てくるかと思いま

す。よろしくお願いいたします。（宮地） 

発行：佐賀県女性薬剤師会 
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TEL:0952-23-8931 
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＜薬剤師・薬学生の為の救急蘇生法修得セミナー開催のお知らせ＞ 

 「あなたにも救える命があります」 

  日 時：１２月４日（日） ９時３０分～１７時３０分（BASICコース） 

場 所：佐賀県薬剤師会館 ２階研修ホール 受講料：15,750円 

定 員：２４名（８名に人形１体使用）男女を問いません。是非男性の方もご参加ください。   

＊終了後、国際認定終了カード発行（遅刻、早退の方には発行されません。受講料の返金もできません） 

＊ 注意：胸元の開いてない服装及びズボンで参加する。髪の長い方は結ぶものを用意してください。 

     背中や腰に既往症のある方、妊娠されている方は当日の開催前に申し出てください。 

＊ 受講されたい方は１１月１０日（木）までに県薬事務局までご連絡ください。TEL:0952(23)8931 

申し込み用紙と代金振込み用紙をお送りいたします。定員になり次第締め切ります。 

＊ BASIC ｺｰｽを終了された方が、Pediatric(小児用)とAED（自動体外式除細動器）ｺｰｽを受講できます 

  ＜インフルエンザ対策＞ 
１、 インフルエンザのことがわかる基礎の基礎 
◆インフルエンザ100の質問と回答 http://www.tanuki.gr.jp/mt/yobou/index.html 
  インフルエンザとは：インフルエンザ脳炎、脳症 
  予防について：予防接種の効果と必要性、予防接種の受け方、予防接種の副作用等 
  インフルエンザの症状と手当て 

２、 インフルエンザ感染の現状 
◆ＭＬインフルエンザ流行前線データベースhttp://research.children.jp/flu2004/ 
    タイプ（A,B型）ウイルス分離、症例の年齢別、地域（市町村まで）をリアルタイムで集計 
  日本の小児科医の有志によるインフルエンザの流行前線情報データベース 

３、 インフルエンザ対策の最重要課題 
◆インフルエンザの臨床経過中に発症した脳炎、脳症の重度化と解熱剤の使用について 
             http://idsc.nih.go.jp/disease/influenza/iencepha.html 

    「インフルエンザによる発熱に対して使用する解熱剤について（2001.05.30） 
    「緊急安全性情報（ドクターレター）（2000.11.25）」 
 

日本女性薬剤師会  全国研修会資料「もっと考えよう！性差医療」～役立つ資料編～抜粋 
（その他インフルエンザに関する情報サイトが掲載されています。） 

 
背中に網をさし、収穫物いりの水槽をのせた自転車を、歓声を上げながら走り去っていくギャングエイジ三人組に 

出くわした。どの子もワクワク顔。後姿に喜びが見えます。その姿に年齢を問わず何事にも一生懸命になれるのは、

「好きだから」なんだと、腑に落ちた想いがした。家事や育児をしながら仕事を続けられたのは、ああ～そうなんだと 

再確認した。彼らの歓声を見送りながら、秋風が清々しく感じられた。（島田） 

 

 

＜九州山口薬学大会報告＞ 
 

 
（女性薬協議会）化学物質管理とﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ―私たちにできること― 

           長崎大学環境科学部 助教授 奥 真美先生 
           （化学物質と環境汚染、食物連鎖と生態濃縮、生態系と私たち、環境ﾘｽｸの概念） 

（ﾎﾟｽﾀｰ発表）日女薬通信講座ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ薬剤ｺｰｽへの佐賀県薬剤師会女性薬部会の取り組み 
             薬学教育部門での発表 
            ［質問事項］・どうしたら参加できるか？・日女薬に入ってなくても参加できるか？ 
            ［感想］  ・若い薬剤師は日常業務が多忙で帰宅が遅く、研修会に行けない 

・学習時間の捻出が難しく自宅でできる学習方法が良い 
・低価格で良い・ﾃｰﾏ別ﾃｷｽﾄが良い 

（九州ﾌﾞﾛｯｸ会）・近藤日女会長を囲んで・各県活動報告 
・次回鹿児島大会の女薬協議会の演題について（小児虐待と薬剤） 



 
 


